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【部門区分】第１部門第２区分
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【公開日】令和1年11月21日(2019.11.21)
【年通号数】公開・登録公報2019-047
【出願番号】特願2019-160677(P2019-160677)
【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年12月13日(2019.12.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１取得条件の成立に基づいて第１情報を取得可能であり、第２取得条件の成立に基づ
いて第２情報を取得可能な取得手段と、
　その取得手段により取得された前記第１情報と前記第２情報とがそれぞれ記憶されるこ
とが可能な記憶手段と、
　第１判別条件の成立に基づいて、前記記憶手段に記憶された前記第１情報に基づいて第
１判別を実行し、第２判別条件の成立に基づいて、前記記憶手段に記憶された前記第２情
報に基づいて第２判別を実行することが可能な判別手段と、
　前記第１判別における第１判別結果を示すための第１識別情報が動的表示される第１表
示手段と、
　前記第２判別における第２判別結果を示すための第２識別情報が動的表示される第２表
示手段と、を有し、
　前記第１判別結果が特定の第１判別結果であることを示すための前記第１識別情報また
は前記第２判別結果が特定の第２判別結果であることを示すための第２識別情報が停止表
示された場合に、遊技者に有利となる特典遊技がそれぞれ付与される遊技機において、
　前記第１識別情報の動的表示期間と前記第２識別情報の動的表示期間を決定することが
可能な動的表示期間決定手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記第１情報に基づいて前記第１判別が実行されるよりも前
に第１事前判別を実行することが可能であり、前記記憶手段に記憶された前記第２情報に
基づいて前記第２判別が実行されるよりも前に第２事前判別を実行することが可能な事前
判別手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記第１情報と前記第２情報との成立順序を識別可能な態様
で、記憶されている前記第１情報と前記第２情報とのそれぞれに対応した図柄が表示され
る図柄表示手段と、
　予め定められた条件が成立したことを契機に、前記事前判別手段による前記第１事前判
別の結果と前記第２事前判別の結果とに基づいて、前記図柄表示手段に表示された図柄を
、前記第１識別情報と前記第２識別情報とが前記動的表示を開始する順序を示す態様で並
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んだ状態で可変して表示させることが可能な可変手段と、を有し、
　前記可変手段は、遊技者の操作に基づいて前記図柄の態様を可変して表示させることが
可能に構成されているものであり、
　特定の第２判別結果を示すための第２識別情報が停止表示された場合に前記特典遊技が
実行される期間には、前記第１識別情報の動的表示が規制されるものであり、
　前記可変手段により前記図柄が可変されて表示された場合には、前記可変された図柄に
対応する前記第１識別情報または前記第２識別情報の動的表示が開始されるまで前記可変
されたことが識別可能にされるものであることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記第１表示手段と前記第２表示手段とは、液晶ディスプレイで構成されているもので
あることを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来より、パチンコ機などの遊技機は、遊技盤面上に設けられた複数の始動口に遊技球
が入球すると、遊技の当否が抽選され、その抽選結果を報知する特別図柄の動的表示が表
示装置において実行される。このような構成において、それぞれの始動口に対応して、個
別に遊技の当否が抽選され、その抽選結果がそれぞれの始動口に対応した特別図柄（例え
ば、２つの始動口に対して第１特別図柄と第２特別図柄）が動的表示した後、抽選結果が
報知されるものが提案されている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　ところで、かかる遊技機では、遊技者に混乱を来たすという問題点があった。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、遊技者の混乱を抑制することができる遊技機を提供することを目的とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　この目的を達成するために本発明の遊技機は、第１取得条件の成立に基づいて第１情報
を取得可能であり、第２取得条件の成立に基づいて第２情報を取得可能な取得手段と、そ
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の取得手段により取得された前記第１情報と前記第２情報とがそれぞれ記憶されることが
可能な記憶手段と、第１判別条件の成立に基づいて、前記記憶手段に記憶された前記第１
情報に基づいて第１判別を実行し、第２判別条件の成立に基づいて、前記記憶手段に記憶
された前記第２情報に基づいて第２判別を実行することが可能な判別手段と、前記第１判
別における第１判別結果を示すための第１識別情報が動的表示される第１表示手段と、前
記第２判別における第２判別結果を示すための第２識別情報が動的表示される第２表示手
段と、を有し、前記第１判別結果が特定の第１判別結果であることを示すための前記第１
識別情報または前記第２判別結果が特定の第２判別結果であることを示すための第２識別
情報が停止表示された場合に、遊技者に有利となる特典遊技がそれぞれ付与され、前記第
１識別情報の動的表示期間と前記第２識別情報の動的表示期間を決定することが可能な動
的表示期間決定手段と、前記記憶手段に記憶された前記第１情報に基づいて前記第１判別
が実行されるよりも前に第１事前判別を実行することが可能であり、前記記憶手段に記憶
された前記第２情報に基づいて前記第２判別が実行されるよりも前に第２事前判別を実行
することが可能な事前判別手段と、前記記憶手段に記憶された前記第１情報と前記第２情
報との成立順序を識別可能な態様で、記憶されている前記第１情報と前記第２情報とのそ
れぞれに対応した図柄が表示される図柄表示手段と、予め定められた条件が成立したこと
を契機に、前記事前判別手段による前記第１事前判別の結果と前記第２事前判別の結果と
に基づいて、前記図柄表示手段に表示された図柄を、前記第１識別情報と前記第２識別情
報とが前記動的表示を開始する順序を示す態様で並んだ状態で可変して表示させることが
可能な可変手段と、を有し、前記可変手段は、遊技者の操作に基づいて前記図柄の態様を
可変して表示させることが可能に構成されているものであり、特定の第２判別結果を示す
ための第２識別情報が停止表示された場合に前記特典遊技が実行される期間には、前記第
１識別情報の動的表示が規制されるものであり、前記可変手段により前記図柄が可変され
て表示された場合には、前記可変された図柄に対応する前記第１識別情報または前記第２
識別情報の動的表示が開始されるまで前記可変されたことが識別可能にされるものである
。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明の遊技機によれば、第１取得条件の成立に基づいて第１情報を取得可能であり、
第２取得条件の成立に基づいて第２情報を取得可能な取得手段と、その取得手段により取
得された前記第１情報と前記第２情報とがそれぞれ記憶されることが可能な記憶手段と、
第１判別条件の成立に基づいて、前記記憶手段に記憶された前記第１情報に基づいて第１
判別を実行し、第２判別条件の成立に基づいて、前記記憶手段に記憶された前記第２情報
に基づいて第２判別を実行することが可能な判別手段と、前記第１判別における第１判別
結果を示すための第１識別情報が動的表示される第１表示手段と、前記第２判別における
第２判別結果を示すための第２識別情報が動的表示される第２表示手段と、を有し、前記
第１判別結果が特定の第１判別結果であることを示すための前記第１識別情報または前記
第２判別結果が特定の第２判別結果であることを示すための第２識別情報が停止表示され
た場合に、遊技者に有利となる特典遊技がそれぞれ付与され、前記第１識別情報の動的表
示期間と前記第２識別情報の動的表示期間を決定することが可能な動的表示期間決定手段
と、前記記憶手段に記憶された前記第１情報に基づいて前記第１判別が実行されるよりも
前に第１事前判別を実行することが可能であり、前記記憶手段に記憶された前記第２情報
に基づいて前記第２判別が実行されるよりも前に第２事前判別を実行することが可能な事
前判別手段と、前記記憶手段に記憶された前記第１情報と前記第２情報との成立順序を識
別可能な態様で、記憶されている前記第１情報と前記第２情報とのそれぞれに対応した図
柄が表示される図柄表示手段と、予め定められた条件が成立したことを契機に、前記事前
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判別手段による前記第１事前判別の結果と前記第２事前判別の結果とに基づいて、前記図
柄表示手段に表示された図柄を、前記第１識別情報と前記第２識別情報とが前記動的表示
を開始する順序を示す態様で並んだ状態で可変して表示させることが可能な可変手段と、
を有し、前記可変手段は、遊技者の操作に基づいて前記図柄の態様を可変して表示させる
ことが可能に構成されているものであり、特定の第２判別結果を示すための第２識別情報
が停止表示された場合に前記特典遊技が実行される期間には、前記第１識別情報の動的表
示が規制されるものであり、前記可変手段により前記図柄が可変されて表示された場合に
は、前記可変された図柄に対応する前記第１識別情報または前記第２識別情報の動的表示
が開始されるまで前記可変されたことが識別可能にされるものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】１１４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【１１４４】
１０　　　　　パチンコ機（遊技機）
８１　　　　　第３図柄表示装置（第１表示手段、第２表示手段、図柄表示手段）
１１４　　　　表示制御装置（表示制御手段の一部）
２０１　　　　ＭＰＵ（判別手段）
２０３ｕ　　　並び替え保留記憶エリア（記憶手段の一部）
２２３ｋ　　　従並び替え保留記憶エリア（記憶手段の一部）
Ｓ３１０　　　（動的表示期間決定手段）
Ｓ１４０６　　（可変手段）
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